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《7月31日まで・うすい青色》 《8月1日から・うすい緑色》

被保険者番号　○○○○○○○○

氏　　　　名　広域　太郎

一部負担金の
割　　　　合　　　○ 割

有  効  期  限　平成２８年７月３１日

後期高齢者医療被保険者証　有効期限
被保険者番号○○○○○○○○　平成２８年７月３１日
住　　　　所　岐阜市柳津町宮東１丁目１番地

氏　　　　名　広域　太郎　　　　　　性　別　男
生 年 月 日　　　　　　　昭和○○年○○月○○日
資格取得年月日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
発 効 期 日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
交 付 年 月 日　　　　　　　平成２７年　８月　１日
一部負担金の割合　　　　　　○ 割

保 険 者 番 号　　　○○○○○○○○
保 険 者 名　岐阜県後期高齢者医療広域連合

被保険者番号　○○○○○○○○

氏　　　　名　広域　太郎

一部負担金の
割　　　　合　　　○ 割

有  効  期  限　平成２７年７月３１日

後期高齢者医療被保険者証　有効期限
被保険者番号○○○○○○○○　平成２７年７月３１日
住　　　　所　岐阜市柳津町宮東１丁目１番地

氏　　　　名　広域　太郎　　　　　　性　別　男
生 年 月 日　　　　　　　昭和○○年○○月○○日
資格取得年月日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
発 効 期 日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
交 付 年 月 日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
一部負担金の割合　　　　　　○ 割

保 険 者 番 号　　　○○○○○○○○
保 険 者 名　岐阜県後期高齢者医療広域連合

＝ ＋

平成27年度の保険料

限度額57万円（年額）
100 円未満切捨て

均等割額

被保険者 1 人当たり
41,840円

所得割額

被保険者の所得※×
所得割率7.99％

※所得＝総所得金額等－ 33 万円（基礎控除額）

　後期高齢者医療の保険証は、揖斐川町に住所を有するすべての 75 歳以上の方と、一定の障がいがある
65 歳から 74 歳の方で、広域連合の認定を受けた方に交付されます。
　現在の保険証の有効期限は平成 27 年 7 月 31 日ですので、8 月 1 日からは 7 月中にお送りする新しい保
険証をご使用ください。
　新しい保険証は、現在のうすい青色からうすい緑色に変わります。
　古い保険証を処分されるときは、住所や氏名が見えないよう裁断するなど十分注意してください。

●平成27年度の保険料について
　保険料は、被保険者全員が等しく負担する「均等割額」と被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」
の合計となり、平成 27 年度の保険料は平成 26 年中の所得を基に個人単位で計算されます。
　5 月末までに岐阜県の後期高齢者医療の被保険者になられた方に対して、7 月中旬に「後期高齢者医療保
険料額決定通知書」をお送りします。保険料額や納付方法が記載されていますので、ご確認ください。

　【保険料の決まり方】

●保険証（被保険者証）を更新します

後期高齢者医療制度についてのお知らせ
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●平成 27 年度の保険料の軽減措置について
　①保険料の均等割額が世帯の所得によって下記のとおり軽減されます。

軽減割合 世帯（被保険者および世帯主）の平成26年中の総所得金額等の合計額

9割軽減 「33 万円（基礎控除額）」以下の世帯で、被保険者全員が年金収入 80 万円以下（その他
各種所得がない場合）

8.5 割軽減 「33 万円（基礎控除額）」以下の世帯

5割軽減 「33 万円（基礎控除額）＋ 26 万円×世帯の被保険者数」以下の世帯

2割軽減 「33 万円（基礎控除額）＋ 47 万円×世帯の被保険者数」以下の世帯

● 均等割額軽減判定時の総所得金額等は、各収入から必要経費や控除額を差し引いた所得金額の合計額となります。
 　�ただし譲渡所得は特別控除前の金額となるほか、事業専従者控除の適用はなく、専従者給与額は事業主の所得に合算

されます。また、年金所得は年金収入から公的年金等控除額と特別控除 15 万円（65 歳以上の方のみ適用）を差し引い
た金額となります。

● 軽減判定日は 4 月 1 日または資格を取得した日となります。

　②所得割額の軽減
　　�所得割額を負担する方のうち、基礎控除後の総所得金額等が 58 万円以下の方は、所得割額が一律 5 割

軽減されます。

　③被用者保険の被扶養者であった方の軽減
　　被用者保険※の被扶養者であった方は、所得割額の負担はなく、均等割額が 9 割軽減されます。
　　※被用者保険 … �協会けんぽ・健康保険組合・船員保険・共済組合の公的医療保険の総称（国民健康保険・

国民健康保険組合は含まれません。）

●保険料の納め方について
　　�　保険料の納め方は、年金からお支払いいただく特別徴収と口座振替や納付書でお支払いいただく普通

徴収があります。
　　●年金からのお支払い（特別徴収）
　　�　年金の受給額が年額 18 万円以上の方で、介護保険と後期高齢者医療制度の保険料の合計額が年金受

給額の 2 分の 1 を超えない場合は、年金からお支払いいただきます。
　　●口座振替や納付書によるお支払い（普通徴収）
　　�　年金からのお支払いとならない方は、揖斐川町から送付される納付書や、口座振替によるお支払いと

なります。便利で安心な口座振替がお勧めです。

●保険料のお支払いを年金から口座振替に変更できます
　　　保険料を年金からお支払いいただいている方は、口座振替によるお支払いに切り替えることができます。
　　　口座振替によるお支払いを希望される方は揖斐川町役場　住民課にお問い合せください。

●保険料のお支払いが難しいとき
　　�　揖斐川町役場　住民課では、保険料に関する相談を受け付けています。失業や災害などでお支払いが

困難な場合はお早めにご相談ください。
　　�　十分な収入・資産などがあるにもかかわらず保険料を納めない場合には、法律の定めにより滞納処分

が行われることがあります。
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５
月
15
日
に
平
成
27
年
第
３
回
揖
斐

川
町
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の

議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

承
認
案
件

●�

揖
斐
川
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例（
専
決
処
分
事
項
の
承
認
）

　

�

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●�

揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
専
決
処
分

事
項
の
承
認
）

　

�

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に

伴
い
、所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●�

平
成
26
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
９
号
）（
専
決
処
分
事
項

の
承
認
）

　

�

財
源
の
振
替
に
よ
る
補
正
の
た
め
、

予
算
額
の
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

条
例
案
件

●�

揖
斐
川
町
計
画
審
議
会
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

�

地
域
審
議
会
の
設
置
に
関
す
る
協
議

に
よ
り
設
置
さ
れ
た
地
域
審
議
会

が
、
平
成
27
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

廃
止
さ
れ
、
新
た
に
地
域
協
議
会
が

設
置
さ
れ
た
た
め
、
所
要
の
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
案
件

●
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　

�

揖
斐
地
区
特
環
公
共
下
水
道
管
渠
Ｈ

26

－

３
工
区（
下
新
町
）工
事

　

変
更
前
の
契
約
金
額
７
８
８
４
万
円

　

変
更
後
の
契
約
金
額

�

７
０
６
２
万
３
３
６
０
円

●
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　
�

揖
斐
地
区
特
環
公
共
下
水
道
管
渠
Ｈ

26

－

４
工
区（
上
新
町
・
七
間
町
）

工
事

　

変
更
前
の
契
約
金
額

�
６
３
３
９
万
６
０
０
０
円

　

変
更
後
の
契
約
金
額

�

５
４
２
３
万
３
２
８
０
円

４
月

　

24
日　

第
１
回
月
例
会

　

24
日　

第
４
回
議
会
運
営
委
員
会

５
月

　

15
日　

第
３
回
臨
時
会

　

15
日　

第
５
回
議
会
運
営
委
員
会

　

15
日　

�

第
１
回
議
会
改
革
検
討
特
別

委
員
会

　

21
日　

徳
山
水
力
発
電
所
視
察

エコドームでの資源ごみの回収について

・平成 27 年 7 月から下記回収品目（青字）が追加されます。

回収品目 回収日 回収時間 搬入方法

古紙等（新聞・雑誌・ダンボール・布類） 毎週火曜日
毎週日曜日 9 時～ 11 時 30 分

駐車場からの
個人持込方式

缶類（スチール・アルミ別）

毎週火曜日
毎週日曜日 9時～11時 30分

ガラスびん（無色・茶・その他）
ペットボトル
プラスチック製・紙製容器包装
牛乳パック
白色トレイ
乾電池・蛍光灯・電球

※エコドームでは、燃やすごみ、可燃性粗大ごみ、金属性粗大ごみ、不燃ごみは搬入できません。

空缶・ペットボトル回収機の撤去について

　揖斐川保健センター前の空缶、ペットボトル回収機は平成 27 年 9 月末をもって撤去させていただきます。
エコドームまたは、各地域ごみ収集日をご利用ください。

缶類の分別収集について

　平成 27 年 10 月から各地域の集積場においてスチール缶とアルミ缶の分別収集にご協力お願いします。
※アルミ缶とスチール缶を分別し圧縮することによりリサイクル料金の増額が見込めます。

お問い合せ　揖斐川町役場　住民福祉部　生活環境課　℡２２－２１１１

議
会
活
動
報
告

議
会
だ
よ
り
臨
時
会
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国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

●
国
民
健
康
保
険
税
を
通
知
し
ま
す

　

平
成
26
年
の
所
得
の
確
定
に
伴
い
、
平

成
27
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
を
７
月
中

旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
通
知
が
届
き
ま

し
た
ら
、
納
付
額
な
ど
の
内
容
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

●
「
高
齢
受
給
者
証
」
を
送
付
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳

以
上
75
歳
未
満
の
方
に
は
7
月
下
旬
に

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
を
郵

送
し
ま
す
。
８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関

な
ど
で
受
診
す
る
と
き
は
、
保
険
証
と
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
を
窓
口
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

●�

「
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」
の
更
新
の

お
知
ら
せ

　

人
工
透
析
な
ど
に
よ
る
特
定
疾
病
に
該

当
さ
れ
る
方
で
受
療
証
を
お
持
ち
の
方

も
、
７
月
下
旬
に
新
し
い
受
療
証
を
郵
送

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　

５
戸

・
住
所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　

１
台

・
家
賃　

１
３
３
０
０
円
～

・
そ
の
他　

�

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居
者

の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

②
島
住
宅　

２
戸

・
住
所　

揖
斐
川
町
島
１
４
２

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建

�

３
Ｄ
Ｋ
・
駐
車
場
２
台

・
家
賃　

２
３
２
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

・�
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）が
必

要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

７
月
１
日（
水
）～
７
月
15
日（
水
）

■
入
居
予
定
日

　

平
成
27
年
８
月
下
旬
を
予
定

③�

北
方
さ
つ
き
住
宅
お
よ
び
、
谷
汲
・
春

日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の
各
町

営
住
宅
は
、随
時
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
７
）

 

平
成
28
年
度
採
用

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
機
関
の

職
員
募
集
に
つ
い
て

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
応
募
資
格

　

揖
斐
郡
内
に
居
住
す
る
方（
採
用
後
、

居
住
で
も
可
）で
、高
等
学
校
ま
た
は
、大

学
な
ど
を
卒
業
し
た
方
（
平
成
28
年
３
月

卒
業
見
込
み
可
）
で
身
体
強
健
な
方
。
平

成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
。

●
試
験
日
時
な
ど

　

第
１
次
試
験

　

�

岐
阜
県
市
町
村
職
員
統
一
採
用
試
験
に

よ
り
実
施

■
日
時　

９
月
20
日（
日
）
８
時
50
分
～

■
場
所

　

岐
阜
県
立
岐
阜
総
合
学
園
高
等
学
校

■
内
容　

教
養
試
験
、
事
務
適
正
検
査

　
　
　
　

お
よ
び
消
防
適
正
検
査

　

第
２
次
試
験　

■
日
程　

10
月
下
旬

※�

日
時
は
未
定
で
す
が
、
決
ま
り
次
第
応

募
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
場
所　

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部

■
内
容　

口
述
、
作
文
試
験
、
体
力
測
定

●
受
付
期
間

　

７
月
１
日（
水
）
～
７
月
31
日（
金
）

※
土
曜
日
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

●
最
終
合
格
発
表　

11
月
中
旬

●
採
用　

平
成
28
年
４
月
１
日

●
申
込
み
方
法

　

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
備

え
付
け
の
申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
卒
業
証
明
書（
卒
業
見
込
み
証

明
書
）、
履
歴
書
、
健
康
診
断
書（
各
保

健
所
・
公
的
病
院
）を
添
え
て
、
揖
斐
郡

消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
備　

考

　

第
２
次
試
験
の
体
力
測
定
は
、
消
防
職

員
と
し
て
必
要
な
体
格
、
体
力
の
有
無
に

つ
い
て
測
定
し
ま
す
。

　

職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
と
、
地
方
公

務
員
と
な
り
、
給
料
や
、
そ
の
ほ
か
の
待

遇
に
つ
い
て
は
、
町
役
場
の
職
員
と
ほ
ぼ

同
様
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

　

揖
斐
郡
大
野
町
中
之
元
８
２
４
番
地

　

℡
３
２

－

２
５
５
１
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

■
仕
事
の
受
付

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、地
域
の

皆
さ
ま
の
ご
希
望
に
添
え
る
よ
う
努
力
し

て
お
り
ま
す
。
自
分
で
は
無
理
だ
が
プ
ロ

に
頼
む
ま
で
も
な
い
仕
事
な
ど
、
お
困
り

の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ま
ず
は
お
電

話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
見
積
り
は

無
料
で
す
。
得
意
な
会
員
が
『
親
切
・
丁
寧
・

信
頼
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
派
遣
事
業
も
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
会
社
で
短
期
間
・
短
時
間
だ
け
人

手
が
ほ
し
い
と
い
う
時
に
も
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
仕
事
例

　

畑
仕
事
、
庭
木
の
手
入
れ
、
草
刈
り
・

草
取
り
、
ペ
ン
キ
塗
り
、
襖
・
障
子
貼
り
、

宛
名
書
き
、
病
院
等
の
付
き
添
い
、
家
事

援
助（
洗
濯
、
部
屋
の
掃
除
、
風
呂
掃
除
、

窓
拭
き
、
食
事
作
り
、
買
い
物
、
片
付
け

な
ど
）、
軽
作
業
、
社
内
清
掃　

な
ど

■
会
員
募
集

　

シ
ル
バ
ー
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

揖
斐
川
町
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
で
興
味

の
あ
る
方
は
、『
事
業
お
よ
び
入
会
説
明

会
』
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会

　

７
月
６
日（
月
）、
21
日（
火
）午
前
10

時
開
始（
約
一
時
間
半
か
か
り
ま
す
。）

場
所　

�

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー　

２
階　

会
議
室

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

�

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
内

２
階

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

　
（
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
）

 

臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種　

臨
時
福
祉
給
付
金
受
付
事
務

■
勤
務
地　

揖
斐
川
町
役
場

■
募
集
人
員　

２
名

■
賃
金　

時
給
８
１
０
円

■
試
験　

面
接
試
験
を
実
施

■
雇
用
期
間　

平
成
27
年
８
月
20
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
11
月
30
日
ま
で

■
勤
務
時
間　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

�

（
国
民
の
休
日
を
除
く
）

�

８
時
30
分
か
ら
16
時
30
分

■
応
募
方
法

　

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、７
月
19
日（
金
）ま
で
に
揖
斐
川

町
役
場
福
祉
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
福
祉
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
３
１
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

「
マ
イ
マ
イ
ガ
の
駆
除
」
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

最
近
マ
イ
マ
イ
ガ
の
幼
虫
が
大
量
発
生
し

て
い
る
と
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
駆
除
方
法
と
し
て
、
幼
虫
に
つ
い

て
は
、
バ
ケ
ツ
に
水
と
少
量
の
洗
剤
を
入

れ
た
も
の
を
用
意
し
、
厚
手
の
ビ
ニ
ー
ル

袋
や
割
り
ば
し
な
ど
を
用
意
し
て
捕
ま
え

た
幼
虫
を
入
れ
て
処
理
し
ま
す
。
幼
虫
は

毒
毛
が
あ
り
、
直
接
触
れ
る
と
か
ゆ
み
が

で
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

成
虫
に
つ
い
て
は
、
水
銀
灯
の
照
明
や

白
っ
ぽ
い
外
壁
を
好
み
産
卵
し
ま
す
。
照

明
を
誘
虫
性
の
低
い
光
源（
ナ
ト
リ
ウ
ム

灯
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
な
ど
）に
交
換
す
る
方
法

も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
犯
や
道
路
安
全
な
ど
必
要
な

街
灯
を
除
い
て
、
で
き
る
限
り
照
明
を
落

と
し
ま
し
ょ
う
。

　

外
壁
や
窓
に
マ
イ
マ
イ
ガ
が
留
ま
っ
て

い
る
場
合
は
、
ガ
専
用
の
エ
ア
ゾ
ー
ル
殺

虫
剤
を
使
用
す
る
こ
と
で
も
効
果
が
得
ら

れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
生
活
環
境
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

㈶日本宝くじ協会からのお知らせ
今年のサマージャンボ宝くじ
史上最高額の1等・前後賞合わせて7億円！

１等　5億円×23 本
（発売総額690億円・23ユニットの場合）

前後賞各　1億円× 46 本
（発売総額690億円・23ユニットの場合）

★発売期間★
7月8日（水）～ 7月31日（金）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

７
月
は「
愛
の
血
液
助
け
合
い
月
間
」

～
あ
な
た
が
届
け
る
命
の
バ
ト
ン
献
血
～

　

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
一
層
進
む

中
、献
血
を
支
え
る
若
年
人
口
が
減
少
し
、

逆
に
輸
血
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
人
口
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
後
の

血
液
需
要
は
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
献
血
は
、
尊
い
生
命
と
健
康
を
守

る
た
め
に
、
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
継
続
的
な
推
進
が
必
要
な
成
分
献
血

と
４
０
０
ml
献
血
へ
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

１
５
１
１

マイマイガの幼虫

マイマイガの成虫
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

星
降
る
夜
に
恋
の
予
感

～
揖
斐
の
出
逢
い
～

　

揖
斐
川
町
商
工
会
青
年
部
で
は
、
次
の

日
程
で
独
身
男
女
の
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。
新
た
な
ド
ラ
マ
の
始
ま
り
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日

　

９
月
12
日（
土
）13
時
～

　

13
日（
日
）10
時（
予
定
）
※
１
泊
２
日

■
内
容

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

　

ゲ
ー
ム

■
場
所　

月
夜
谷
ふ
れ
あ
い
の
里

■
参
加
対
象
者

　
〔
男
性
〕

　

�

揖
斐
川
町
在
住
ま
た
は
在
勤
の
独
身
の

成
人
で
社
会
人�

15
名

　
〔
女
性
〕

　

独
身
の
成
人
で
社
会
人�

15
名

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。

■
参
加
費

　

男
性　

１
名
１
０
０
０
０
円

　

女
性　

１
名　

５
０
０
０
円

■
申
込
期
限　

８
月
５
日（
水
）

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
商
工
会
青
年
部

�

（
担
当　

加
藤
）

　

揖
斐
川
町
上
南
方
１
６
５

－

１

　

℡
０
５
８
５

－

２
２

－

６
１
８
５

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
２
０
１
５
」

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

　

西
美
濃
地
域
の
風
土
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
で
地
域
の
魅
力
を
発
見
す
る
と
と
も

に
、各
市
町
・
団
体
が
連
携
し
、新
た
な
地

域
ブ
ラ
ン
ド
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る

サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
西
美
濃
地
域
に
お
住
ま
い

の
自
転
車
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
ご
参

加
い
た
だ
き
、
西
美
濃
地
域
の
活
性
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
大
会
名

　
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
２
０
１
５ 

」

■
開
催
日
　
９
月
20
日（
日
）

■
メ
イ
ン
会
場

　

大
垣
市
浅
中
公
園
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
コ
ー
ス

　

西
美
濃
地
域
２
市
９
町
を
巡
る

　

約
１
３
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

■
募
集
人
数　

５
０
０
名

■
募
集
対
象
者

　

16
才
以
上
の
健
康
な
男
女
で
、本
コ
ー
ス

で
完
走
で
き
る
自
信
の
あ
る
方
。（
未
成
年

者
の
方
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。）

■
エ
ン
ト
リ
ー
開
始
　
７
月
23
日（
木
）

■
エ
ン
ト
リ
ー
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
（
大
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

■
参
加
料　

６
０
０
０
円

■
特
徴

　

Ｏ
Ｓ（
お
も
て
な
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
５

か
所
）に
て
各
市
町
の
特
産
と
人
で
お
も

て
な
し

■
注
意
事
項

　

本
大
会
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
レ
ー
ス

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ち
並
み
や
自
然
を

楽
し
み
な
が
ら
、
ポ
イ
ン
ト
毎
に
決
め
ら

れ
た
時
間
を
グ
ル
ー
プ
で
走
っ
て
い
た
だ

く
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
に
つ
い
て

　

大
会
を
支
え
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
各
市
町
・
団
体
・

地
域
住
民
が
連
携
し
、
西
美
濃
地
域
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。 

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
温

か
い
お
も
て
な
し
で
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の

皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か
。

■
主
催

　

ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
実
行
委
員
会

■
構
成
団
体

　

大
垣
商
工
会
議
所
、
大
垣
市
、
海
津
市
、

養
老
町
、
垂
井
町
、
関
ケ
原
町
、
神
戸
町
、

輪
之
内
町
、安
八
町
、揖
斐
川
町
、大
野
町
、

池
田
町
、（
公
社
）大
垣
青
年
会
議
所

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

公
益
社
団
法
人
大
垣
青
年
会
議
所
事
務
局

　

℡
０
５
８
４

－

４
７

－

８
２
７
５

　

FAx
０
５
８
４

－

４
７

－

８
２
７
６

　

E-M
AIL　

info@
ogaki-jc.jp

　
【
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

http://w
w

w
.tour-de-nishim

ino.jp/

　

５
月
14
日（
木
）
に
、
池
田
町
総

合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
、
平
成
27
年

度
揖
斐
郡
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
絡

協
議
会
総
会
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
の
小こ

寺で
ら　

美み

加か

里り

さ
ん

（
春
日
香
六
）
が
、
揖
斐
郡
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
連
絡
協
議
会
功
労
者
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
小
寺
さ
ん

は
平
成
23
年
度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
お
り
、
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
貢
献

さ
れ
た
功
労
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

写真左が小寺美加里さん

揖
斐
郡
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
連
絡
協
議
会
功
労

者
表
彰
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

第
16
回
夏
休
み
親
子
税
金
探
偵
団

団
員
募
集

　

一
般
社
団
法
人
大
垣
法
人
会
青
年
部
会

で
は
、
税
知
識
の
普
及
と
納
税
意
識
の
高

揚
を
目
的
と
し
て
、
国
や
地
域
に
お
い
て

税
金
が
ど
の
様
に
徴
収
さ
れ
活
用
さ
れ
て

い
る
か
を
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
夏

休
み
親
子
税
金
探
偵
団
を
企
画
し
、
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
25
日（
火
）  

　
　
　
　

８
時
～
17
時
30
分（
予
定
）

■
集
合
場
所

　

大
垣
市
総
合
体
育
館
駐
車
場

■
募
集
人
員

　

西
濃
地
域
在
住
の
小
学
３
年
生
か
ら
中

学
生
ま
で
の
親
子 

１
２
０
名

■
見
学
先

　

大
垣
税
務
署･

大
垣
市
役
所･

名
古
屋

市
防
災
セ
ン
タ
ー
・
名
古
屋
市
科
学
館

■
参
加
費　

大　

人　

１
５
０
０
円

　
　
　
　
　

子
ど
も　
　

５
０
０
円

�

（
昼
食
代
を
含
む
）

■
申
込
方
法

　

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
込
み
さ
れ
る
方

は
、
住
所
、
親
子
氏
名
、
生
年
月
日
、 

保

護
者
職
業
、
子
供
の
学
校
名･

学
年
、
電

話
番
号
、
緊
急
連
絡
先（
携
帯
番
号
）
を

明
記
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
申
込
み
さ

れ
る
方
は
、
備
考
欄
に
必
要
事
項
を 

明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

グ
ル
ー
プ
で
の
お
申
込
み
は
不
可
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
一
家
族
ご
と

に
お
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

参
加
決
定
者
に
は
、
後
日
詳
細
を
ご
連

絡
い
た
し
ま
す
。

　

�

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

�h
ttp

://w
w

w
.n

isim
in

o.n
e.jp

/
ogkhojin/

■
申
込
み
期
限　

７
月
13
日（
月
）必
着

【
お
問
い
合
せ
・
申
込
み
先
】

　

一
般
社
団
法
人
大
垣
法
人
会
青
年
部
会

　

〒
５
０
３

－

０
８
０
３

　

大
垣
市
小
野
４

－

35

－
10

　

℡
０
５
８
４

－

８
１

－
１
２
８
８

　

FAx
０
５
８
４

－
８
１

－

１
５
３
９

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�
下
水
道
接
続
を
！

 

徳と
く

山や
ま

門か
ど

入
に
ゅ
う

地
内
で
ブ
ナ
林
観
察

ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
！

　

日
本
一
の
総
貯
水
容
量
を
誇
る
徳
山
ダ

ム
周
辺
に
は
多
く
の
自
然
林
が
残
さ
れ
て

お
り
、
揖
斐
川
の
水
源
地
域
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
、

普
段
は
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
門
入

地
内
に
、
連
絡
船
「
と
く
ま
る
」
を
使
っ

て
移
動
し
、
地
区
内
に
残
る
ブ
ナ
自
然
林

を
観
察
し
て
自
然
保
護
の
重
要
性
を
学
ぶ

ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

平
成
27
年
８
月
７
日（
金
）

※�

少
雨
決
行
。
た
だ
し
、
荒
天
の
場
合
は

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
開
催
場
所　

揖
斐
川
町
門
入
地
内

■
出
発
地
お
よ
び
出
発
時
刻

　

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

　

８
時
30
分
出
発（
18
時
30
分
帰
着
予
定
）

※�

途
中
、
道
の
駅「
星
の
ふ
る
里
ふ
じ
は

し
」を
経
由
し
ま
す
。道
の
駅
で
の
乗
降

も
可
能
で
す
。ご
希
望
の
方
は
、申
込
み

時
に
そ
の
旨
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
定
員　

27
名

■
協
力
金

　

大
人（
高
校
生
以
上
）�

３
０
０
０
円

　

小
人（
小
・
中
学
生
）�

１
５
０
０
円

※
昼
食
代
を
含
み
ま
す
。

■
服
装

　

長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
帽
子
・
軍
手
・
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ（
そ
の
他
、
飲
料

水
、
虫
刺
さ
れ
用
の
薬
、
タ
オ
ル
、
雨
具

も
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

■
申
込
み
要
件

　

揖
斐
川
町
在
住
・
在
勤
者（
旧
徳
山
村
・

旧
杉
原
地
区
住
民
を
含
み
ま
す
）
で
小
学

生
以
上
の
方

■
行
程

※�

車
両
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
（
定
員

９
名
）
３
台
で
の
運
行
と
な
り
ま
す
。

※�

徳
山
会
館
か
ら
戸
入
船
着
場
ま
で
の
区

間
は
、
連
絡
船
「
と
く
ま
る
」
に
乗
船

し
、
徳
山
湖
上
を
移
動
し
ま
す
（
車
両

も
積
載
し
ま
す
）。

※�

門
入
避
難
施
設
か
ら
ブ
ナ
自
然
林
ま
で

の
区
間
は
山
道
と
な
り
ま
す
。（
徒
歩

で
約
20
分
）

■
申
込
み
方
法

　

電
話
申
込
み（
先
着
順
）

※
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
ま
す

■
申
込
み
期
間

　

平
成
27
年
７
月
13
日（
月
）
～
７
月
24

日（
金
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
先

　

ダ
ム
対
策
室（
藤
橋
振
興
事
務
所
内
）

　

℡
５
２

－

２
１
１
１

※�

本
事
業
は
、（
公
財
）
木
曽
三
川
水
源

地
域
対
策
基
金
の
上
下
流
交
流
事
業
助

成
金
を
受
け
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

（車　両）
※１

中央公民館
　　 ↓
道の駅ふじはし
　　 ↓
徳山ダム（見学）
　　 ↓
徳山会館（昼食）（連絡船）

※２ 　　 ↓
戸入船着場

（車　両） 　　 ↓
門入避難施設

（徒　歩）
※３

　　 ↓
ブナ自然林（観察）

◆�ブナ自然林観察後、逆の行程で中央公民
館へ帰ります。（帰りは、徳山ダム見学はあ
りません）

緑が美しいブナ林
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

徳
山
湖
上
で
水
陸
両
用
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
！

　

日
本
一
の
総
貯
水
容
量
を
誇
る
徳
山
ダ

ム
。
そ
の
人
造
湖
「
徳
山
湖
」
上
で
水
陸

両
用
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
深
緑
が
美
し

い
徳
山
の
自
然
を
眺
め
な
が
ら
湖
上
ク

ル
ー
ズ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ま
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
　
平
成
27
年
８
月
４
日（
火
）

　
　
　
　
　

５
日（
水
）・
６
日（
木
）

■
出
航
時
間　

10
時
・
15
時

※�

現
地
参
加
分
と
し
て
13
時
発
の
便
が
あ

り
ま
す（
現
地
申
込
み
と
な
り
ま
す
）

■
定
員

　

①
10
時
：
40
名
、
②
15
時
：
30
名

■
協
力
金

　

大
人（
高
校
生
以
上
）　

１
５
０
０
円

　

小
人（
小
・
中
学
生
）　

１
０
０
０
円

　

未
就
学
児　
　
　
　
　

無
料

■
申
込
み
要
件

　

揖
斐
川
町
在
住
・
在
勤
者（
旧
徳
山
村
・

旧
杉
原
地
区
住
民
を
含
み
ま
す
）

■
行
程

　

徳
山
会
館
～（
陸
路
）
～
徳と

く

之の

山や
ま

八は
っ

徳と
く

橋ば
し

～（
陸
路
）～
徳
山
会
館
～（
入
水
）～

徳
山
湖
～（
湖
上
）～
徳
山
会
館

■
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
つ
い
て

　

徳
山
会
館
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

し
ま
す（
料
金
無
料
）。

運
行
区
間　

�

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
～
道

の
駅
星
の
ふ
る
里
ふ
じ
は
し

～
徳
山
会
館

■
お
願
い

①�

水
陸
両
用
バ
ス
は
屋
根
付
き
、
窓
な
し

の
車
両
と
な
り
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

②�

湖
面
ク
ル
ー
ズ
の
際
、
水
し
ぶ
き
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
雨
の

場
合
は
カ
ッ
パ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
方
法

　

電
話
申
込
み
（
先
着
順
）

※�

各
便
と
も
に
、
定
員
に
達
し
次
第
、
募

集
を
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
み
期
間

　

平
成
27
年
７
月
13
日（
月
）～

�

７
月
24
日（
金
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

�

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
先

　

揖
斐
川
町
役
場　

ダ
ム
対
策
室

�

（
藤
橋
振
興
事
務
所
内
）

　

℡
５
２

－

２
１
１
１

※�

本
事
業
は
、（
公
財
）
木
曽
三
川
水
源

地
域
対
策
基
金
の
上
下
流
交
流
事
業
助

成
金
を
受
け
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

横
山
ダ
ム
で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
す

　

７
月
21
日
か
ら
31
日
ま
で
は
、
森
林
や

湖
、
ダ
ム
に
親
し
み
な
が
ら
、
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
森

と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
で
す
。

　

横
山
ダ
ム
で
は
、
７
月
25
日（
土
）
に

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
全
国
的
に
も

珍
し
い
中
空
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム

内
部
の
見
学
や
ダ
ム
建
設
当
時
の
ビ
デ
オ

放
映
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ダ
ム
の
仕
組
み
や
役
割
に

触
れ
、
子
供
の
自
由
研
究
や
大
人
の
社
会

見
学
と
し
て
〝
学
び
〟
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

７
月
25
日（
土
）
10
～
15
時

※�

荒
天
な
ど
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
参
加
費　

無
料

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

国
土
交
通
省 

木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所

　

横
山
ダ
ム
管
理
支
所

　

揖
斐
川
町
東
横
山
１
３
３
０

　

℡
５
２

－

２
２
１
１

 

７
月
は
河
川
愛
護
月
間
で
す

「
せ
せ
ら
ぎ
に

�

ぼ
く
も
魚
も　

す
き
と
お
る
」

　

川
は
わ
た
し
た
ち
の
憩
い
の
場
。

　

み
ん
な
で
川
を
美
し
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

川
に
は
た
く
さ
ん
の
自
然
が
あ
り
ま
す
。

　

川
の
環
境
保
全
・
再
生
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

堤
防
は
私
た
ち
の
生
命
や
財
産
を
守
っ

て
く
れ
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
川
に
親
し
み
ま
し
ょ
う
。

国
土
交
通
省　

木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

�h
ttp

://w
w

w
.cb

r.m
lit.g

o
.jp

/
kisojyo/index.htm

l

【シャトルバス時刻表】
発着地 第 1 便 第 2 便

中央公民館 発   8：30 13：30

道の駅
星のふる里ふじはし

着   8：55 13：55

発   9：00 14：00

徳山会館
着   9：40 14：40

発 11：30 16：30

道の駅
星のふる里ふじはし

着 12：10 17：10

発 12：15 17：15

中央公民館 着 12：40 17：40

上空から見た横山ダム

徳山湖上を走る水陸両用バス
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～
ゆ
る
体
操 

体
験
会
の
お
知
ら
せ
～

　

ゆ
る
体
操
と
は
、
無
理
な
く
、
柔
ら
か

い
動
き
で
体
を
ほ
ぐ
し
、
心
身
を
リ
ラ
ッ

ク
ス
さ
せ
て
く
れ
る
体
操
で
す
。
参
加
は

無
料
！
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で

も
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
さ
ん
お

誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
程　

７
月
27
日 

月
曜
日

■
時
間　

13
時
～
14
時
30
分

■
持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
水
分
、

　
　
　
　
　

タ
オ
ル

■
会
場　

揖
斐
川
町
役
場

　
　
　
　

３
階
防
災
対
策
室

■
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ゆ
る
協
会
公
認

　
　
　
　

�

ゆ
る
体
操
正
指
導
員
中
級
１
st

グ
レ
ー
ド

　
　
　
　

中
田 

ひ
ろ
こ 

運
動
指
導
員

【
お
問
い
合
せ
先
】

※
お
申
込
み
は
不
要
で
す

　

揖
斐
川
町 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

１
３
４
１

テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る

「
ゆ
る
体
操
」

一
度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
た
び
、
５
月
19
日
付
け
で
揖

斐
広
域
連
合
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
広
域
連
合
長
と
い
う
要
職
へ
の

就
任
に
あ
た
り
、
そ
の
職
責
の
重
さ

に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

十
分
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、

医
療
、
介
護
、
介
護
予
防
、
住
ま
い

お
よ
び
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援

が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、住
民
の
皆
さ
ま
方
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、

介
護
保
険
の
安
定
的
・
効
率
的
な
運

営
を
初
め
、
各
種
事
業
の
推
進
に
誠

心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

7月は「社会を明るくする運動」の強調月間です。
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

　65 回目を迎えた「社会を明るくする運動」が 7 月 1 日（水）から 1 か月間を強調月間として全国各地で行わ
れます。犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。
　今年も、統一標語「犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ」を皆さんに呼びかけながら、皆さんと
一緒に安全で安心して暮らせる「明るい地域づくり」を目指したいと願っています。なお、今年も小・中学校の児童・
生徒から応募していただいたポスター・標語を下記のとおり展示させていただきますので是非お出かけください。

7 月  2 日（木）～ 7 月 16 日（木）　場所：揖斐川町中央公民館ロビー
7 月 18 日（土）～ 7 月 30 日（木）　場所：谷汲サンサンホールロビー

揖斐川町社会を明るくする運動推進委員会　揖斐川町保護司会・更生保護女性会・BBS

自 衛 官 等 募 集 案 内
募集種目 受験資格 受付期間 試験期日

防　　衛
大 学 校

高卒（見込含）
21 歳未満

推 　 　 　 薦
9 月 5 日～ 9 月  9 日

9 月 26・27 日

総 合 選 抜 1 次　9 月 26 日
2 次　10 月 31 日・11 月 1 日

一 般（前期） 9 月 5 日～ 9 月 30 日 1 次　11 月 7・8 日
2 次　12 月 8 日～ 12 日のうち 1 日

防衛医科
大 学 校

医 学 科 学 生
9 月 5 日～ 9 月 30 日

1 次　10 月 31 日・11 月 1 日
2 次　12 月 16 日～ 18 日のうち 1 日

看護学科学生
（自衛官候補看護学生）

1 次　10 月 17 日
2 次　11 月 28・29 日のうち 1 日

※受験資格の年齢は各種目とも平成 28 年 4 月 1 日現在です。
※詳しいお問い合せは「自衛隊岐阜地方協力本部 大垣地域事務所」大垣市林町 5 － 18　光和ビル 2 階　電話０５８４－７３－１１５０

宇佐美　晃三

第65回 社会を明るくする運動

広
域
連
合
長
就
任
の

�

あ
い
さ
つ
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こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受

け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

横
山　

し
げ
子 

さ
ん（
谷
汲
長
瀬
）

�

５
月
10
日（
日
）　

95
歳　

　

竹
中　

や
す
ゑ 

さ
ん（
西
津
汲
）

�

５
月
12
日（
火
）　

95
歳　

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�

岩
手
県
大
槌
町

高
橋
富
士
夫

（
揖
斐
川
町
派
遣
職
員
）

　

４
月
以
降
、
土
地
区
画
整
備
事
業
に

よ
る
盛
土
作
業
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で

い
ま
す
。
日
曜
日
以
外
は
、
土
砂
運
搬

用
大
型
ダ
ン
プ
が
行
き
交
い
、
日
々
盛

土
面
積
が
広
く
高
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　

私
が
大
槌
町
に
派
遣
職
員
で
来
た
平

成
25
年
10
月
頃
は
、ま
だ
ビ
ル
等
の
建

物
が
少
な
か
ら
ず
残
り
家
屋
の
基
礎
部

分
も
数
多
く
確
認
で
き
ま
し
た
が
、現

在
で
は
旧
役
場
庁
舎
や
下
水
道
施
設
を

除
き
震
災
前
の
建
物
は
無
く
、町
の
風

景
は
一
変
し
て
い
ま
す
。
震
災
で
被
災

し
た
海
岸
近
く
の
住
居
地
域
一
帯
は
、

危
険
区
域
と
し
て
公
園
等
が
整
備
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、現
在
は
役
場

関
係
者
等
の
駐
車
場
の
ほ
か
、グ
ラ
ウ

ン
ド
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。カ
ー

ナ
ビ
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
公
用
車
で
町

内
を
移
動
す
る
際
、「
こ
の
先
踏
切
が
あ

り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
」と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、交
差
点
に
か
か
り
表

示
さ
れ
る
店
や
病
院
名
な
ど
が
、震
災

前
の
町
の
状
況
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

町
を
見
渡
す
と
、
崩
さ
れ
た
山
か
ら

多
く
の
ダ
ン
プ
が
土
砂
を
運
び
出
し
、

振
り
向
く
と
最
近
ま
で
森
林
の
緑
で
覆

わ
れ
て
い
た
山
が
小
中
一
貫
校
周
辺
の

整
備
に
必
要
な
土
地
の
確
保
の
た
め
削

ら
れ
、
黄
色
に
近
い
土
色
が
広
範
囲
に

拡
が
り
風
景
を
変
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
ま
で
国
が
全
額
負
担
し
て
い

る
「
集
中
復
興
期
間
」
で
の
復
興
事
業

費
に
つ
い
て
、
来
年
度
以
降
は
地
元
自

治
体
も
一
部
負
担
す
る
事
が
議
論
さ

れ
、
被
災
自
治
体
は
各
種
事
業
の
遅
れ

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え

国
の
緊
急
雇
用
事
業
が
終
了
し
て
い
く

中
、
被
災
地
で
活
動
し
て
い
た
非
営
利

活
動
団
体
等
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
や
活
動

の
縮
小
な
ど
か
ら
買
い
物
弱
者
に
対
す

る
サ
ー
ビ
ス
等
が
撤
退
す
る
な
ど
一
部

で
影
響
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
町

内
の
復
興
支
援
活
動
を
す
る
個
人
や
団

体
は
個
々
に
活
動
す
る
こ
と
が
多
く
、

連
携
が
取
れ
て
い
な
い
の
で
は
と
心
配

す
る
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　

住
民
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
は

何
か
。
ま
た
そ

の
サ
ー
ビ
ス
が

住
民
の
自
立
の

障
害
に
な
ら
な

い
か
。
町
の
復

興
の
形
が
見
え

始
め
る
中
、
新

た
な
課
題
が
出

始
め
て
い
ま
す
。

被
災
地
か
ら
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
�

　

杉
山　

す
き
ゑ 

さ
ん（
谷
汲
木
曽
屋
）

�

５
月
23
日（
土
）　

95
歳　

　

島
田　

は
つ
ゑ 

さ
ん（
上
ミ
野
）

�

５
月
28
日（
木
）　

95
歳　

　

髙
野　

美
惠
子 

さ
ん（
房
島
）

�

５
月
29
日（
金
）　

95
歳　

進む盛土作業

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の


